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日本産倍 足類及 び甓足類 の 分類學的研 究
＊ 6． 信 足類の 2新 種

三　好　保　穂　（愛媛松山北高 等學校）（1952 年 1 月 14H 受領）

　著者が こ こ に行 つ て い る 多 足類 の 分類學的研究 が 果 し て 多 足類 の 眞の 自然 分類 の 實相を と ら えて い る もの

で あろ 5か ， 遺憾 な が ら そ こ に は 少か ら ぬ 爲人 的要素を含 ん で い る とい うこ と を白状し な けれぼ な らない 。

そ して そ の 1 つ iま現在 ま で に 爲 され た先輩諸學者の 最善の努力の 基 礎 の 上 に如阿 に忠賓で あつ て も倚か つ 落

λ る と こ ろ の 悲劇 で あつ て 畢竟多足 類分類學それ 自體が 完壁 の 鏡地 に ま で 發達し て い ない とい 5 と こ ろ に根
’

本的な原因が あ る わけ で あ る 。 ま さ に 問題 の 解明は 今後 に あ る 。 同 じ分類學 の 傘下 に あ りな が ら ， あ る 1 群

の 動勸 に つ い て は 所謂 新分類擧的檢證Dsr： されて い る に か かわ らず他 の 少 か ら ぬ 群 に あ つ て は ま だ 基礎的な

分類學的調 査 さえ も終 つ て い な い の に早 く毛そ の 厨究者を失 い ， 又 は持 ち得ず ， 不明 の ま ま主を求めて い る

と い 5有糠で あ る 。 か か る 日本動物學界 の 悲 しむ べ き跛行性を哭 くこ と な く ， 分類學 の 仕 事に 同情を よせ な

い 學者が あ る と ナれ ば 著者は そ の 心情を理 解す る に 困難 であ る 。 次 に 爲さ る べ き研 究 の ため に先 ず 日本産多

足類 の 全貌 を 明 らか に し な け れば な ら な い 。 そ の 意味 に お い て も著者の こ の 研究は 1 日 屯早 く進展 さ九 准け

れ ば ならぬ もの で ある 。 後 日學者に よ つ て 改正 され る點が あれぼ ま さに それは 望 む と こ ろ で あ る 。

　 1，EPanelehodus　triramus 　 n ．　 sp ．（ミ ツ マ タ オ ビ ヤ ス デ）饅長 ユ8−20mm ・體幅約 1・8mm 。 頭部 大形 ・

粗 毛あ り頸板よ り幅 廣 し。 體色 よ ご れ た 赤 色 。 頭部 ， 腹面 ， 歩肢な どほ 淡黄色。頸板ほ 略牛 圓形 ， 瘤隆起不

鮮明 ，第 2 背板 よ り幅 せ ま し。 側庇 よ く發逹し 側 縁に 3 又 は 4 の 徼鋸齒あ り・側 庇 の 前角は圓 く後角は第 7

側庇か ら三 角形に とが り後方 の もの 程 それが 着し・・
． 第 2 背板より鄭 晴 板ま で そ の 瘤隆起は鯛 で あ る ・

胸板は 毛密生 ， 十字溝 あり ・ ．歩 敍 に も毛 多 し 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 繭

　　　　　　　　　　　 Fig．1．　Gonopoden 　des　Epanerched ％ s　triramus 　n ．　sp ，

　生殖肢 ； 前腿腿節部は 大形 で ツ ヅ ミ型 。 腿箇突起 （i）は副枝 （n ）よ り大形 ともに 鉤瓜形 で 伏臥し て い る 。

筒腿筍部 の 外側面 に は數本 の 長剛毛 あ り 。 脛附箘は 大形 ．中央部で 3 枝に 分れ 2 枝は少し く弓腴 に 曲 り，
1

枝 は著 し く彎曲 L て い る 。 こ の 脛蹌節 の 形態は同屬 の 他種 と斷然區 別 出來 る標醸で ある 。 蓬地 ： 愛媛縣北宇

漁郡好藤村 。

　2，LettcoclesminUs　 melanchelicus 　n ．　sp ．（ノ コ バ シ ロ ハ ダヤ ス デ） 體色は 暗碣色又け茨自色 ， 幼生は 白

＊
こ の 研究 は交 部 省科畢研究助成金 に よ る 。
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　　　　　　　　　　　 c
Fig．2．　 Gonopoden 　 und 　 10．　 Metazonit

des　伽 ‘ociesmin 窩s　解 吻 郷 肋 齔 祝 s　n ．　sp
，

＄e 憩長 13−14mm ， 幅 3．5−−4皿 m 。

「
囎 ま頸板｝こ覆

われu ・
る 。 觸角は 棍醐 伏で 汚赤色 。 頸板は牛圓形，

側庇は 著 しく發達し ， そ の 側縁 と後縁 とに は多 くの 圓

い 切れ こ み 溺 ある 。 後壌笛に は 3−4 歹9の や や 不規則

な瘤隆起 あ り ， そ れ ら は 醐毛を もつ て い る 。

　生殖枝 ： 基節は 大 きく球朕。前購 部 ほ卵形 （pf）。

腿篩部ほや や 長 く少し選曲して い る （f）。 腿節部 の 先

に ｝t　3個 の 大形辮片歌 の 分枝が あ り
’
， そ の 第 1枝i＊ts

朕 に 基部 の 方へ 曲 つ て い る 。 第 2 枝は 幅が 展 くさ ら に

3 個 の 突起に 分れ て い るo 第 3枝ほ先 淤 2 分 し恰 も ス

パ ナ形 で あ る 。 ．翁第 1 枝 の 基部 に は 著 しい 鋸齒縁が

發逹 して い る 。 又第 2 枝 と第 3 枝 と の 間に は精溝枝

（sar ） が 突出 し て い る 。 こ の 種 の 體色 と 生殖 肢 の 形態

とは 同屬 の L ．gratst‘tat”S　TAKAKUWA か ら 區 別 出

來る 主な鮎 である 。 こ の 新種名は こ の ヤ ス デを腐葉の

下 側な どか ら と り出し て も少しも動 く こ とな く・， じつ

と憂欝そ汚 に して い る 襟 を 表現 した
’
もの で 滋るら塵

地 ：
一
皿 ケ嶺 （謨式標品違i地 ），北宇翻郡 の 好藤村及び 愛

治村 ， 西宇和 郡 の 三 島村及 び 三蜘 町 ， 高繩 山 ， 以上愛

媛縣 。 こ れ ら 2 新種 の 模式 縹 品は東京科學博物餡 に保

存 せ ら る 。

R6su 皿 6

　　　　　　　　　　　　　　　　Beitrage　 zur 　 Kenntniss：japanischer　 Myriopoden 　　　　　 −

　　　　　　　　　　　　　　　　6Aufsatz ：Ueber　zwei 　neue 　Arten　von 　Diplopoda

　　　　　　　　　　　　　　　　　　YASUr “OR 正 MrYOSI ｛Matuyama 　K ｛ta　Kot 〔ト Gakko ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ざ

　　1．Epanerchodus　triram”s　n ．　sp ．（Polydesmidae ） K6rper 陵   e 　 18−20mm ．　 Breite　 ca
．1・8m 珥 ・．Farbe　

H

schmut3 韮望 6t，　d  h 　Kopf，　B5uche
’
und 　Beine　he韮1　gelblich．2．−19．　Tergiten　zeigen 　deutl至che ’Sku1P −

turen，　Gonopod   ： Prtifemurofemurabschnitt　gr（ヌss，　 etWa 　 Handtrommelf6rmig 　 und 　 dle　 Aussensdte
des　Femurabschnitts　tragt　mehrere 　l吾ngere 　Bo麟 en ．　Nebenfortsatz（n ）an 　der　Basis　des　Tib 董otarsus

ist　 klein　 und 　 Fenl｛》田 1fortsatz（f） gr5sse τ als 　Nebenfortsatz．　 Beide　 KTalLef6rmig 　 und 　 aussererst
dan 三eder 　Iiegend ．　 Haarpolster　deutlich．　 Tibiotarsus　 gr〔ms 　entwickelt 　 und 　 teilt　 sich 　 in　 der 　 Mitte 　 in
　　コ　ロ
3Aste ．1．　Ast　derselben　ist　s三ch 　stark 　gekrif

．
mmt 、　Diese　D 三agnosen 　unterscheidet 　EL 甅 解 規 〃 s　n ．　sp ．

klar　voi 　den 費b貞 gen　bekalmten 　Arten　 derselben　Gattung．　 Fundort ： Yosifuzi−Mura　（Eh 工me −Ken 〕．

　　2．．Leticodesmt
’
nffs　 rnelanchelt

＋
cus 　 n．　 sp ．（Cryptodesmidae）　Farbe　 dunkelbra膿 oder 　 aschenf 蕊rbig

（9e 「eifteS 　Iedividuu皿 ｝，
　Larve　weisshch 三m 　Leben ．　Lゑ nge 　 13 −14mm ，、Breite　 3．5−41nm ．　 Kopf 　 gallz

vom 　HalsschUd　bedeckし Seitenf】面gel　sehr 　breiち dessen　Seiten− und 　Hinteπ and 　dirrch　ru ロde 　Budlten
洫 ワjele　laPPen 　getejlt．　Metazoniten　dorsa1， 毋 …t　3−4　unregelm 蝕 ｝igen．Reihen 　vo 窺　den　d歪e　蹠 e

tragenden　T 矼berkeln　G   opOdea ： H 髄fしe　 gr（ms 　 und 　 kugelig ．　 Femur 　 m 且ssまg　 kmg ，　 etwas 　 geb   en

und 　 distal　 ih　 3　grosse 　 lamell6se 　Aste　 ge‡ei！ち　der　 erste
，
　siche 茎f6rmig

，
　basalw議rts　 gebO 琴en ，　 der

zVveite
．
sehr 　 btieiち mit 　 3　spit 幻gem 　Lappen 《Fig2．　A ，

2），
　 der 　 dritte　 am 　 Ende 　 zweigeteii ち d．　i．

spannerf5rrnig ．　Der ．Basalrand　des　1。　Astes　hat　viele 　merkli 【；he　 Z五hnchen （z〕，　 Ausserdem 　befindet

s三ch 　ein ・Rinnenast （sar ） zwisdhen 　2．　 und 　3．　Aste．　Fundort ： Saraga−］瞬 n6 （E 血ime −Ken ）・
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